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全

合
わ
せ
て
十
一

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
新
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
す
る
た
め
、
二
月
九
日

午
後
一
時
か
ら
京
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
定
例
の
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。

予
算
案
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
問
題
な
ど
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
が
、
理
事
会
・
評
議

員
会
の
両
会
共
通
議
案
・
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
、
合
同
で
進
行
し
た
。
　
本
多
理
事
長
の
三
帰
依

文
唱
和
、
藤
原
事
務
次
長

開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、

木
越
樹
師
（
大
谷
派
）
仮

議
長
の
も
と
に
、
理
事
会

は
議
長
に
本
多
質
純
理
事

長
、
議
事
録
署
名
委
員
に

加
藤
海
晃
（
日
蓮
宗
）
、

塩
入
亮
達
（
聖
観
音
宗
）

の
両
師
を
選
出
、
ま
た
評

議
員
会
は
、
議
長
に
小
崎

竜
雄
師
（
日
蓮
宗
）
、
議
事

録
署
名
委
員
に
花
木
義
光

（
智
山
派
）
、
山
田
一
真

（
高
野
山
）
の
両
師
を
選

出
し
、
上
程
さ
れ
た
議
案

の
審
議
に
入
っ
た
。

…
開
か
れ
た
理
事
・
…

…
評
議
員
会
　
　
　
一

　
　
《
理
事
会
》

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五

議
案
審
議

十
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）
の
承
認
を
求
め
る

件
L
　
担
当
局
長
か
ら
説
明
。
事
務
局
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
八
年
度
歳
入
歳
出

予
算
（
案
）
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
、
部
長
か
ら
説
明
。
事
務
局
原
案

を
承
認
。

　
議
案
第
三
号
「
常
務
理
事
異
動
の
承
認
を
求

め
る
件
」

　
担
当
局
長
か
ら
説
明
。
事
務
局
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
四
号
「
事
務
総
局
人
事
異
動
の
承
認

を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
か
ら
説
明
。
事
務
総
長
、
組
織
部

長
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
向
宗
派
に
後

任
の
推
薦
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
後
任
が
決

ま
る
ま
で
の
間
、
藤
原
事
務
次
長
を
事
務
総
長

職
務
代
行
に
、
杜
多
文
化
部
長
を
組
織
部
長
臨

時
代
理
に
す
る
こ
と
を
承
認
。
ま
た
昭
和
五
十

八
年
度
に
一
人
増
員
と
な
る
部
長
の
推
薦
宗
派

に
つ
い
て
は
、
機
構
改
革
特
別
委
三
会
の
答
申

の
趣
旨
を
尊
重
し
て
、
事
務
局
で
準
備
に
入
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
五
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
に
つ
い
て
、

ネ
パ
ー
ル
国
政
府
と
の
交
換
文
書
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
件
」

　
事
務
次
長
、
担
当
部
長
か
ら
説
明
。
再
度
、

実
行
委
員
会
総
務
部
会
で
検
討
の
上
、
常
務
理

事
会
の
意
向
を
確
認
し
、
交
換
文
書
取
り
か
わ

し
の
方
向
で
、
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

　
議
案
第
六
号
「
古
都
保
存
協
力
税
（
京
都
市
）

に
つ
い
て
の
対
応
の
件
」

　
担
当
局
長
か
ら
説
明
。
京
都
市
仏
教
会
の
意

向
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
承
認
し
た
。

　
　
《
評
議
員
会
》

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
八
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
八
年
度
歳
入
歳
出

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
理
事
異
動
の
承
認
を
求
め
る

件
」　
事
務
局
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
に
つ
い
て

ネ
パ
ー
ル
国
政
府
と
の
交
換
文
書
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
る
件
」

　
事
務
次
長
、
担
当
部
長
か
ら
説
明
。
活
発
な

質
疑
応
答
の
後
、
交
換
文
書
を
取
り
か
わ
す
方

向
で
準
備
を
進
め
る
と
い
う
意
見
が
表
明
さ
れ

た
。　
議
案
第
五
号
「
古
都
保
存
協
力
税
（
京
都
市
）

に
つ
い
て
の
対
応
の
件
」

　
京
都
市
仏
教
会
の
意
向
を
支
援
し
て
い
く
べ

き
だ
と
い
う
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
①
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教

徒
委
員
会
実
行
委
員
会
報
告
」

　
報
告
事
項
②
「
税
務
委
員
会
報
告
」

　
報
告
事
項
③
「
同
和
委
員
会
報
告
」

　
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
局
長
・
部
長
か
ら
報
告
。
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特
に
「
同
和
委
員
会
報
告
」
の
中
で
、
同
和
推

進
に
あ
た
っ
て
、
各
理
事
・
評
議
員
が
自
ら
の

問
題
と
受
け
と
め
、
充
分
な
取
り
組
み
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
委
員
会
か
ら
の
要
望
が
報
告
さ

れ
た
。

”一

ｧ

＝＝

，

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
事
業
計
画
な
ら
び
に
歳

入
歳
出
予
算
は
、
評
議
貝
会
・
理
事
会
に
お
い

て
事
務
局
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
事
業
計
画
　
別
掲
の
通
り
ほ
ぼ
前
年
を
踏
襲

し
て
い
る
が
、
特
に
同
和
の
推
進
、
税
務
等
の

時
局
対
策
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
。
ま

た
本
年
度
か
ら
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
の
た
め

に
具
体
的
な
勧
募
活
動
を
展
開
す
る
。

　
さ
ら
に
第
十
四
回
W
F
B
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大

会
へ
代
表
を
派
遣
す
る
等
国
際
交
流
を
進
め
る

一
方
、
全
仏
大
会
や
仏
教
文
化
会
議
の
開
催
、

県
仏
の
組
織
強
化
な
ど
に
力
が
注
が
れ
る
。

　
歳
入
歳
出
予
算
　
前
年
度
よ
り
六
百
九
十
八

万
七
千
円
増
の
八
千
二
十
七
万
二
千
円
の
予
算
。

歳
出
を
み
る
と
、
部
長
一
人
増
員
に
伴
う
人
件

費
、
重
要
案
件
で
あ
る
同
和
推
進
費
な
ど
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
国
内
仏
教
徒
会
議
費
、

文
化
会
議
費
な
ど
は
減
額
さ
れ
て
い
る
。

　
　
〈
総
務
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
に
よ
り
各

　
　
　
　
　
種
の
事
業
遂
行
に
必
要
な
措
置
を

　
　
　
　
　
講
ず
る
。

実
施
項
目
①
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の

　
　
　
　
　
連
絡
提
携

　
　
　
　
②
時
局
対
策

　
　
　
　
③
過
年
度
採
択
事
項
の
推
進

　
　
〈
組
織
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目

　
　
　
　
　
的
だ
る
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び

　
　
　
　
　
育
成
を
主
に
し
、
時
代
に
即
応
し

　
　
　
　
　
た
全
一
仏
教
運
動
を
強
く
推
進
す

　
　
　
　
　
る
と
と
も
に
構
成
団
体
の
一
層
の

　
　
　
　
　
強
化
と
団
結
を
期
す
る
た
め
下
記

　
　
　
　
　
の
事
業
を
実
施
す
る
。

実
施
項
目
①
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携
の
強
化

　
　
　
　
②
第
三
＋
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
　
（
各
種
代
表
者
会
議
）
の
開
催

　
　
　
　
③
未
加
盟
団
体
の
加
盟
促
進

　
　
　
　
④
ブ
ロ
ッ
ク
別
各
県
代
表
者
会
議
の

　
　
　
　
　
開
催

　
　
　
　
⑤
同
和
の
推
進
を
は
か
る

　
　
　
　
⑥
過
年
度
採
択
事
項
の
推
進
（
担
当

　
　
　
　
　
事
項
）

　
　
〈
国
際
文
化
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
の
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業

　
　
　
　
　
目
的
た
る
世
界
各
国
の
W
F
B
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
お
よ
び
仏
教
諸
団
体
と
の

　
　
　
　
　
連
絡
、
文
化
交
流
を
中
核
と
し
て
、

　
　
　
　
　
仏
教
に
よ
る
国
際
親
善
と
世
界
平

　
　
　
　
　
和
の
実
現
を
期
す
る
。
ま
た
、
仏

　
　
　
　
　
教
運
動
の
総
合
的
企
画
促
進
、
各

　
　
　
　
　
種
仏
教
運
動
の
実
践
育
成
な
ら
び

　
　
　
　
　
に
広
報
活
動
を
活
発
に
行
う
こ
と

　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
全
一
仏
教
運
動
の
促
進

　
　
　
　
　
を
は
か
る
。

　
i
国
際
部
一

実
施
項
目
①
W
F
B
関
係

　
　
　
　
（
イ
）
本
部
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の
実

　
　
施
、
特
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
計

　
　
画
へ
の
協
力

（
ロ
）
W
F
B
第
十
四
回
イ
ン
ド
ネ
シ

　
　
ア
大
会
・
W
F
B
執
行
委
員
会

　
　
・
ユ
ネ
ス
コ
会
議
等
へ
の
出
席

　
　
お
よ
び
代
表
派
遣

（
ハ
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

②
国
際
仏
教
交
流
関
係

（
イ
）
臨
時
に
行
わ
れ
る
国
際
会
議
ま

　
　
た
は
巡
拝
幾
等
へ
の
代
表
派
遣

（
ロ
）
訪
日
仏
教
徒
の
歓
迎
接
待

（
ハ
）
在
日
各
国
公
館
と
の
連
絡
接
待

（一

黶j

e
国
の
天
災
、
戦
災
等
に
対
す

　
　
る
救
援
活
動

（
ホ
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
③
過
年
度
採
択
事
項
の
推
進
（
担
当

　
　
　
　
　
事
項
）

　
1
文
化
選
一

実
施
項
目
①
機
関
誌
「
全
仏
」
の
発
行
と
普
及

　
　
　
　
②
日
本
仏
教
文
化
会
議
の
企
画
お
よ

　
　
　
　
　
び
開
催

　
　
　
　
③
各
種
教
化
資
料
の
作
成
と
普
及

　
　
　
　
④
広
報
宣
伝
に
関
す
る
事
項

　
　
　
　
⑤
仏
教
文
化
財
保
護
の
推
進

　
　
　
　
⑥
過
年
度
採
択
事
項
の
推
進
（
担
当

　
　
　
　
　
事
項
）

　
《
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
》

◎
ル
ン
ビ
ニ
i
復
興
援
助
の
た
め
の
勧
募
を
強

　
力
に
推
進
す
る
。

藝
日

懇
親
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
金
子
全
仏
会
長

　
　
…
に
ぎ
や
か
に
　
㎜

　
　
…
新
年
懇
親
会
　
…

　
理
事
会
・
評
議
員
会
終
了
後
、
同
じ
京
都
ホ

テ
ル
で
、
新
年
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
午
後
四
時
に
開
会
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
ま

ず
小
峰
順
番
副
会
長
が
三
帰
依
文
を
唱
和
、
つ

づ
い
て
金
子
口
慣
会
長
、
本
多
理
事
長
が
挨
拶

を
行
っ
た
。
藤
前
東
時
副
会
長
の
発
声
で
乾
杯

し
た
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
植
木
光
教
参

議
院
議
員
か
ら
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
約
百
人
の
参
加
者
の
な
ご
や
か
な
談
笑
が
つ

づ
く
な
か
で
、
立
部
瑞
祐
京
都
府
仏
会
長
、
鷲

山
諦
住
同
和
甘
貝
長
、
加
藤
窪
窪
ル
ン
ビ
ニ
ー

復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
実
行
委
員
長
ら
が
挨

拶
、
祝
電
の
披
露
な
ど
も
あ
っ
て
、
六
時
す
ぎ

閉
会
し
た
。

一3一
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三
億
七
千
五
百
万
円

　
今
年
度
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
に
対
す
る
勧

募
活
動
が
い
よ
い
よ
実
動
段
階
に
入
る
が
、
昨

年
末
か
ら
実
行
委
員
会
の
各
部
会
が
相
つ
い
で

開
催
さ
れ
、
勧
募
の
具
体
的
ス
タ
ー
ト
は
秒
読

み
に
入
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
ず
、
十
二
月
十
七
日
午
後
一
時
が
ら
、
第

三
回
総
務
部
会
が
明
照
会
館
会
議
室
で
、
一
月

十
九
日
午
後
三
時
か
ら
は
全
仏
会
議
室
で
第
三

回
広
報
部
会
が
、
そ
し
て
一
月
二
十
一
日
に
は

午
後
一
時
か
ら
明
照
会
館
会
議
室
を
会
場
に
、

第
二
回
募
金
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
た
。
こ

れ
ら
の
部
会
を
通
し
て
、
勧
募
の
た
め
の
ポ
ス

タ
ー
や
趣
意
書
、
募
金
に
関
す
る
各
委
員
の
担

当
割
り
当
て
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

　
〈
趣
　
意
書
〉

　
今
か
ら
お
よ
そ
二
千
数
百
年
前
、
お
釈
迦
さ

ま
が
悟
り
を
開
か
れ
、
そ
の
教
え
は
中
国
等
を

へ
て
日
本
へ
と
伝
え
ら
れ
私
た
ち
日
本
人
の
心

の
さ
さ
え
と
し
て
受
け
つ
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　
イ
ン
ド
の
北
、
現
ネ
パ
ー
ル
王
国
の
ル
ン
ビ

ニ
ー
の
園
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
生
誕
さ
れ
た
聖

地
と
し
て
世
界
の
仏
教
徒
が
年
々
多
く
訪
れ
て

　
　
い

お
り
ま
す
。
し
か
し
現
在
は
昔
の
美
し
い
花
園

を
想
わ
せ
る
姿
は
な
く
、
酷
暑
と
洪
水
に
よ
っ

て
樹
木
も
な
く
荒
野
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
九
六
七
年
国
連
事
務
総
長
、
故
ウ
・
タ
ン

ト
氏
は
こ
の
荒
れ
果
て
た
地
に
想
を
よ
せ
ら
れ
、

そ
の
復
興
を
強
く
世
界
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
幸
に
し
て
国
連
ユ
ネ
ス
コ
に
こ
れ
に
関
わ

る
委
員
会
も
設
置
さ
れ
各
国
で
も
ル
ン
ビ
ニ
ー

開
発
委
員
会
が
設
置
さ
れ
こ
れ
を
支
援
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
全
日
本
仏

教
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
三
億
七
千
五
百
万
円

の
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
園
復
興
整
備
資
金
の
勧
募
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
目
的
及
び
事
業
と
し
て
は

　
　
全
一
仏
教
運
動
展
開
の
一
環
と
し
て
釈
尊

　
　
生
誕
地
ネ
パ
ー
ル
王
国
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発

　
　
地
区
聖
な
る
園
の
復
興
及
び
そ
の
他
事
業

　
　
に
対
す
る
資
金
援
助
。

　
一
、
聖
な
る
園
の
考
古
学
調
査
及
び
マ
ヤ
堂

　
　
周
辺
の
改
修
造
園
。

　
二
、
日
本
に
指
定
さ
れ
た
地
域
の
整
備
。

　
三
、
記
念
碑
建
設
。

　
四
、
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
中
央
友

　
　
情
橋
建
設
へ
の
協
力
。

が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
仏
教
国
で
あ
る
日
本
も
、
こ
の
計
画
を
推
進

し
、
お
釈
迦
さ
ま
を
讃
仰
し
人
類
平
和
・
報
恩

謝
徳
の
た
め
に
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
に
2
0
万
円

東
京
ブ
デ
イ
ス
ト

ク
ラ
ブ
か
ら
寄
金

　
東
京
ブ
デ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
「
8
2
釈
尊
成
道

会
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
夕
べ
」
が
、
去
る
十

二
十
万
円
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を

受
け
る
北
山
国
際
文
化
局
長

二
月
十
七
日
、
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
こ
れ
ま
で
二
十
年

近
く
に
わ
た
っ
て
、
各
地
の
福
祉
施
設
や
ベ
ト

ナ
ム
難
民
救
援
の
た
め
な
ど
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

を
実
施
、
成
道
会
を
記
念
す
る
年
末
の
恒
例
行

事
と
し
て
、
首
都
圏
の
仏
教
関
係
者
に
は
す
っ

か
り
お
な
じ
み
と
な
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
先
に
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏

教
徒
委
員
会
が
選
ば
れ
た
。

　
午
後
五
時
か
ら
、
曹
洞
宗
の
西
村
輝
成
師
を

導
師
に
法
要
開
始
、
こ
れ
に
は
築
地
本
願
寺
雅

楽
会
有
志
が
友
情
出
演
し
た
。
つ
づ
い
て
デ
ィ

ナ
ー
・
ダ
ン
ス
、
福
引
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
北
山
国
際

文
化
局
長
に
、
東
京
ブ
デ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
・
り

ー
ダ
ー
の
村
松
賢
英
師
か
ら
、
金
二
十
万
円
が

贈
ら
れ
た
。

ゆ
く
ゆ
じ
ゆ
ロ
ゆ
ヒ

、噛噺、
「b幽「●層」’嵐、’「L・悔一r」・・「隔燭レ・喝’r」噺・r巳・亀．・・し・も

寺院用具
隔
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…
；
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；
；
；
；
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全
国
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
、
去

る
十
二
月
十
四
日
、
午
後
一
時
か
ら
明
照
会
館

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
藤
原
事
務
次
長
に
よ

る
三
帰
依
文
唱
和
、
開
会
の
辞
の
後
、
東
京
都

仏
教
連
合
会
の
岩
崎
宗
秀
理
事
長
を
座
長
に
選

出
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
①
「
税
務
対
策
の
概
要
に
つ
い
て
」

　
ま
ず
、
全
仏
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
氏

が
「
宗
教
法
人
の
税
務
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

説
明
、
つ
づ
い
て
、
全
仏
税
務
委
員
会
の
鈴
木

霊
孝
委
貝
長
、
中
野
敬
広
・
神
野
真
一
両
副
委

員
長
か
ら
「
全
仏
の
税
務
対
策
に
つ
い
て
の
報

告
」
が
な
さ
れ
、
質
疑
応
答
へ
移
っ
た
。

　
全
上
側
関
係
者
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
全
章
と

し
て
税
務
対
策
に
ど
う
取
り
組
ん
で
き
た
か
、

詳
細
に
わ
た
っ
て
説
明
が
あ
り
、
一
方
、
各
仏

教
会
の
代
表
者
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

税
務
調
査
の
実
態
や
、
税
務
講
習
会
の
実
例
報

告
が
行
わ
れ
、
対
策
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に

様
々
な
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
②
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
に
つ
い
て
の
経
過
報

告
」
　
北
山
国
際
文
化
局
長
か
ら
説
明
。

　
③
「
昭
和
五
＋
八
年
度
全
週
予
算
の
大
綱
に

つ
い
て
」

　
中
村
財
務
部
長
か
ら
説
明
。

　
④
「
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
」

　
山
田
文
化
部
長
か
ら
説
明
、
ま
た
京
都
市
で

一
1
－
1
1
1
1
1
ー
ー
ー
l
l
巳
I
l
l
ー
ー
ー
l
l
二
二
ー
ー
ー
1
1
1
－
I
I
l
－
1
－
l
I
l
I
ー
ー
1
1
ー
ー
ー
ー
ー
l
l
I
ー
ー
ー
」

県
仏
代
表
者
会
議
開
く

税
務
問
題
で
活
発
な
討
議

　　　　　　一　　　一　　　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　冒　一　　　一一　　　一

問
題
と
な
っ
た
「
文
化
観
光
税
」
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
豊
田
総
務
局
長
が
説
明
を
行
っ
た
。

　
⑤
「
全
仏
大
会
に
つ
い
て
」

　
山
田
組
織
部
長
か
ら
説
明
。
出
席
者
か
ら
昭

和
五
十
九
年
度
は
、
奈
良
県
で
開
催
し
た
ら
ど

う
か
と
い
う
提
案
が
出
さ
れ
た
。

　
⑥
「
同
和
問
題
に
つ
い
て
」

　
山
田
組
織
部
長
か
ら
説
明
。

　
午
後
四
時
、
豊
田
総
務
局
長
閉
会
の
辞
で
、

す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し
た
が
、
特
に
税
務
問

題
に
つ
い
て
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
、
出
席
者

の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

自
民
党
と
懇
談
会

　
去
る
一
月
二
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
、
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
で
、
全
量
加
盟
宗
派
代
表
者
と
自

民
党
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

　
全
仏
道
か
ら
は
、
本
多
理
事
長
を
は
じ
め
、

各
宗
の
宗
務
総
長
も
し
く
は
総
長
代
理
、
事
務

懇
談
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
本
多
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
宗
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
が
出
席

総
局
の
次
長
・
局
部
長
が
、
一
方
自
民
党
側
か

ら
は
、
中
尾
栄
一
全
国
組
織
委
貝
長
を
は
じ
め

全
国
組
織
委
員
会
、
文
教
局
関
係
者
が
、
さ
ら

に
文
化
庁
か
ら
文
化
財
保
護
の
担
当
者
が
出
席

し
た
。

　
懇
談
は
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
始
め
ら

れ
、
税
務
対
策
、
同
和
推
進
、
文
化
財
保
護
、

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
問
題
に

つ
い
て
幅
広
い
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
特
に

時
宗
代
表
者
か
ら
は
、
自
民
党
側
に
対
し
、
様

々
な
質
問
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
約
二
時
間
に

わ
た
る
話
し
A
口
い
を
終
え
た
。

第
六
回
同
和
委
員
会

　
第
六
回
同
和
委
員
会
は
、
二
月
八
日
午
後
二

時
か
ら
真
宗
大
谷
派
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
一
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
た
曹
洞

宗
に
対
す
る
第
五
回
糾
弾
会
に
つ
い
て
報
告
が

さ
れ
、
各
教
団
と
も
、
糾
弾
か
ら
逃
げ
る
の
で

は
な
く
、
積
極
的
に
受
け
と
め
る
方
向
へ
改
め

る
べ
き
だ
と
い
う
反
省
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
次
に
、
豊
山
派
、
浄
土
宗
、
東
西
本
願
寺
、

天
台
宗
、
高
野
山
真
言
宗
な
ど
に
対
す
る
確
認

会
・
糾
弾
会
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
同
和
委

員
会
と
し
て
、
各
宗
派
の
差
別
事
象
や
そ
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
の
資
料
を
、
情
報
交
換
、
啓

蒙
の
意
味
で
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
全
仏
に
対
す
る
確
認
会
・
糾
弾
会

は
、
四
仏
の
理
事
会
が
受
け
る
べ
き
だ
と
の
意

見
が
出
さ
れ
、
次
回
の
理
事
会
に
同
和
委
員
会

と
し
て
、
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。

〔
出
席
者
〕
久
保
井
恭
彦
、
梨
谷
哲
栄
、
松
藤

清
哲
、
鈴
木
道
男
、
喜
多
田
野
、
吉
田
俊
誉
、

山
北
光
参
、
蓮
池
瑞
旭
、
長
谷
川
光
宣
、
近
藤

玄
鶴
、
長
谷
川
正
徳
、
藪
光
龍
、
馬
場
修
任
、

橘
了
法
、
鷲
山
勢
住
　
　
　
（
順
不
同
敬
称
略
）

包
括
研
協
議
会
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
百
五
十
名
が
参
加

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
「
包
括
宗
教
法
人
等
管

理
者
研
究
協
議
会
」
が
、
一
月
十
七
日
午
前
十

時
か
ら
、
国
立
教
育
会
館
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。

　
協
議
会
に
は
、
各
宗
派
か
ら
多
数
の
関
係
者

が
出
席
し
た
が
、
「
全
体
協
議
1
」
で
は
「
被
包

括
法
人
に
お
け
る
責
任
役
員
会
そ
の
他
の
機
関

の
運
営
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
曹
洞
宗
福
祉

課
長
の
大
山
義
信
師
が
発
題
、
さ
ら
に
分
科
会

の
③
「
宗
教
法
人
に
お
け
る
財
務
処
理
に
つ
い

て
」
で
は
、
司
会
を
紅
藍
監
事
の
神
野
真
一
師

が
、
助
言
者
に
真
言
宗
豊
山
派
財
務
部
長
の
鳥

居
慎
誉
師
が
、
ま
た
書
記
を
全
仏
事
務
総
局
の

塚
田
章
憲
主
事
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。
参
加

者
は
約
百
五
十
人
だ
っ
た
。

一5一
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－
置
－
賦
刀
匿
－
当
匿
卍
コ
藍
圏
匡
コ
‘
コ
匿
－
匿
－
匿
コ
≡
コ
匿
－
匡
－
巳
コ
匿
』
匿
コ
匿
－
曜
卍
コ
翼
コ
．
コ
。
コ
匿
コ
匿
－
匿
コ
’

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
方
、
納
税
者
を
訪
問
し
て
資
料
の
閲
覧
等
を
　
　
ず
、
そ
の
寺
院
の
収
入
が
推
計
さ
れ
ね
ば
な
　
　
の
推
計
方
法
が
ど
の
よ
う
に
確
立
さ
れ
る
か
、
㎜

㎜
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
要
求
し
て
い
ま
す
。
寺
院
も
そ
の
例
外
で
は
　
　
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
檀
家
数
や
塔
婆
数
に
　
　
お
手
並
拝
見
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
　
…

…
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
定
の
数
字
（
例
え
ば
三
万
円
乃
至
五
万
円
）
　
れ
が
、
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
　
㎜

……

@
∴
勲
　
　
　
↓
∵
　
　
　
鋸
鎌
　
～
灘
　
織
　
…

……

@
一
　
∴
嶽
α
謙
塑
贈
賄
謙
∵
鍬
難
糊
饗
繍
∵
鱗
繕
贈
総
懸
…

鷲
麺
的
解
酪
欝
総
総
　
　
税
務
調
査
と
住
職
の
給
料
　
　
纏
識
海
霧
鶴
瀬
温

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

闘
　
と
聞
き
、
不
安
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
　
　
に
か
わ
っ
て
寺
院
が
納
税
す
る
シ
ス
テ
ム
、
　
　
員
が
納
税
者
の
許
可
を
う
け
な
い
で
勝
手
に
　
　
そ
う
い
っ
た
収
入
も
含
め
て
、
詩
章
全
体
の
　
㎜

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ

㎜
　
拙
寺
は
特
に
収
益
事
業
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
　
　
即
ち
、
源
泉
徴
収
制
度
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
捜
が
し
廻
わ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
　
　
生
活
レ
ベ
ル
が
推
持
で
き
れ
ば
よ
い
わ
け
で
　
㎜

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

剛
　
が
、
一
体
、
国
税
当
局
の
ね
ら
い
は
ど
こ
に
　
　
と
こ
ろ
が
、
寺
院
に
よ
っ
て
は
、
従
来
そ
う
　
　
た
納
税
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
こ
　
　
す
。
　
「
二
十
万
円
し
か
給
料
を
も
ら
っ
て
い
　
剛

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

開
　
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
住
職
も
給
料
を
も
ら
　
　
い
っ
た
行
政
指
導
が
手
薄
で
あ
っ
た
り
、
又
　
　
と
も
で
き
な
い
し
、
そ
の
信
用
を
害
し
た
り
　
　
な
い
の
に
な
ぜ
高
級
車
を
乗
り
廻
わ
せ
る
の
　
闘

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

朋
　
う
の
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
の
　
　
住
職
が
、
寺
院
か
ら
給
与
を
う
け
る
と
い
う
　
　
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
　
　
か
」
、
と
い
っ
た
批
判
や
誤
解
は
、
住
職
の
　
㎜

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
　
よ
う
に
し
て
決
め
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。
ご
　
　
シ
ス
テ
ム
に
な
じ
ま
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
　
　
り
も
、
寺
院
の
宗
教
活
動
を
妨
害
し
た
り
、
　
　
給
料
を
適
正
に
し
た
り
、
個
人
所
得
を
明
確
　
剛

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

剛
　
教
示
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
（
大
阪
府
G
寺
）
　
　
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
行
っ
て
い
て
も
　
　
信
教
の
自
由
を
侵
し
た
り
、
従
来
の
慣
習
に
　
　
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
す
る
こ
と
が
で
　
闘

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
〔
回
答
〕
　
寺
院
だ
け
で
な
く
、
社
団
・
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
反
す
る
よ
う
な
こ
と
は
慎
し
ま
な
け
れ
ば
な
　
　
き
る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
与
が
、
早
昼
の
生
計
を
営
む
の
に
不
十
分

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
え
ん

剛
　
団
・
労
働
組
合
等
、
今
ま
で
税
務
所
に
疎
遠
　
　
な
額
で
あ
っ
た
り
し
て
、
一
部
世
論
の
批
判
　
　
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
税
庁
の
行
き
す
ぎ
た
調
査
に
は
断
固
と
　
㎜

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

㎜
　
で
あ
っ
た
公
益
法
人
に
対
し
て
、
そ
の
収
益
　
　
を
浴
び
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
し
た
。
　
　
　
　
　
従
っ
て
課
税
庁
も
相
当
苦
労
す
る
わ
け
で
　
　
し
て
抗
議
の
姿
勢
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
　
醐

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
　
事
業
に
関
す
る
通
達
改
正
と
機
を
一
に
し
て
、
　
　
そ
う
い
っ
た
世
論
を
背
景
に
課
税
庁
は
、
　
　
こ
の
間
の
摩
擦
が
あ
ち
こ
ち
で
ト
ラ
ブ
ル
を
　
　
せ
ん
が
、
寺
院
側
に
お
い
て
も
、
批
判
に
た
　
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

醐
　
い
っ
せ
い
に
税
務
調
査
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
そ
れ
ら
の
住
職
の
個
人
所
得
を
推
計
す
る
材
　
　
生
ん
だ
と
も
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
　
　
え
る
だ
け
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
だ
　
朋

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

朋
　
課
税
庁
は
各
法
人
ご
と
に
「
お
尋
ね
」
と
題
　
　
料
を
今
回
の
調
査
で
把
握
し
た
と
考
え
ら
れ
　
　
調
査
で
、
推
計
材
料
は
一
応
出
そ
ろ
っ
た
と
　
　
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
　
す
る
書
面
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
一
　
　
ま
す
。
住
職
の
所
得
を
推
計
す
る
為
に
は
ま
　
　
考
え
て
良
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
課
税
庁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

闘
卍
口
置
卍
三
三
三
三
卍
コ
竃
卍
歪
歪
三
三
三
蓋
卍
卍
卍
コ
【
卍
卍
卍
卍
歪
卍
卍
卍
歪
コ
冨
歪
卍
重
三
三
筆
卍
歪
重
重
－
【
卍
当
量
卍
卍
凄
歪
コ
雪
曇
賦
卍
卍
卍
卍
設
卍
歪
歪
卍
歪
コ
当
【
歪
誕
歪
卍
卍
重
量
歪
コ
匡
卍
卍
卍
葦
葺
卍
卍
卍
卍
卍
、
懸
匿
卍
卍
蓮
華
歪
卍
コ
当
当
【
卍
卍
卍
卍
卍
卍
歪
崔
卍
卍
コ
晶
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『
』
辱

彼
岸
法
会
の
起
源

Q
　
彼
岸
法
会
の
起
源
は
ど
こ
に
？

A
　
彼
岸
の
語
に
つ
い
て
は
大
智
度
量
十
二
、

維
摩
経
仏
国
品
な
ど
に
生
死
を
此
岸
と
し
渥

繋
を
彼
岸
と
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
僧
肇

の
注
維
摩
で
は
浬
繋
に
崖
岸
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
が
迷
悟
の
相
違
を
こ
ち
ら
側
か
ら
比

喩
的
に
い
っ
た
だ
け
だ
と
解
説
し
て
い
る
。

し
か
し
彼
岸
法
会
と
な
る
と
そ
の
起
源
は
イ

　
　
　
　
ン
ド
に
も
中
国
に
も
無
く
て
、
わ

　
　
　
　
が
国
独
自
の
も
の
だ
と
い
う
の
が

　
　
　
　
通
説
で
あ
る
。
そ
し
て
現
今
各
州

　
　
　
　
を
通
じ
て
法
会
、
墓
参
な
ど
の
行

　
　
　
　
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
善
導
観
無

　
　
　
　
量
寿
経
疏
定
善
義
の
東
岸
西
岸
の

　
　
　
　
讐
喩
に
も
と
づ
い
た
浄
土
教
的
説

　
　
　
　
明
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

　
　
　
　
ご
住
職
方
先
刻
ご
承
知
の
通
り
で

　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
し
か
し
国
史
上
、
彼
岸
法
会
の

　
　
　
　
起
源
と
さ
れ
て
い
る
の
は
大
同
元

　
　
　
　
（
八
〇
六
）
年
三
月
十
七
日
、
崇

　
　
　
　
道
天
皇
即
ち
さ
き
に
謀
叛
の
疑
で

皇
太
子
を
廃
さ
れ
た
廃
太
子
早
良
親
王
の
た

め
に
諸
国
国
分
寺
の
僧
を
し
て
「
春
秋
二
仲

月
別
七
日
」
金
剛
般
若
経
を
読
ま
し
め
た
と

い
う
勅
令
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
勅
を
発
し
た
桓
武
天
皇
は
、
そ
の
日
間

も
な
く
七
十
歳
で
崩
御
さ
れ
た
と
あ
る
か
ら

正
に
桓
武
天
皇
最
後
の
遺
勅
と
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
桓
武
天
皇
が
こ
の
勅

を
最
後
の
病
床
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
か
と
い

え
ば
、
自
身
の
病
気
及
び
当
時
宮
中
で
引
続

い
て
起
っ
た
天
皇
側
近
の
婦
人
た
ち
（
夫
人

・
母
后
・
皇
后
）
の
死
が
全
て
廃
太
子
早
良

親
王
の
怨
霊
の
崇
り
で
あ
る
と
天
皇
が
感
じ

た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
春
秋
二
季
七
日
間
の
法
会
の
起
源
は
実
は

浄
土
教
で
は
な
く
て
、
桓
武
天
皇
が
生
前
好

ま
れ
た
密
教
的
信
仰
の
も
と
に
は
じ
め
ら
れ

た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
ろ
う
。
　
一
時
な
ん

で
も
怨
霊
信
仰
で
史
実
を
説
明
し
た
学
説
が

流
行
し
た
が
、
次
第
に
研
究
が
す
す
む
に
つ

れ
て
東
ア
ジ
ア
全
般
の
趨
勢
か
ら
説
明
す
る

よ
う
に
変
化
し
て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

だ
が
国
史
資
料
か
ら
は
怨
霊
信
仰
は
大
体
こ

の
辺
り
が
始
め
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ

て
お
い
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
出
示
り
を
逃
れ
、
死
を
免
れ
よ
う
と
の
願
に

出
発
し
た
彼
岸
法
会
が
六
度
中
道
の
精
神
を

　
　
　
す

正
面
に
据
え
た
現
代
の
彼
岸
法
会
に
な
る
ま

で
に
は
、
西
方
往
生
に
あ
こ
が
れ
る
民
衆
の

根
強
い
信
仰
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
民
衆
は

他
の
葬
儀
な
ど
の
形
式
模
範
を
い
つ
で
も
皇

室
に
も
と
め
て
い
る
よ
う
に
「
お
彼
岸
」
の

も
と
も
や
は
り
源
を
皇
室
に
仰
い
で
い
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
約
二
世
紀
以
上
を
費
し

て
そ
の
行
事
を
民
衆
の
も
の
と
し
て
洗
練
し

て
い
っ
た
の
は
遠
い
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
方
で

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　
春
季
秋
季
の
皇
霊
祭
が
春
分
の
日
、
秋
分

の
日
と
言
い
か
え
ら
れ
た
今
、
彼
岸
法
会
を

し
て
新
し
く
息
吹
か
せ
る
た
め
に
は
、
わ
れ

ら
何
を
な
す
べ
き
か
、
い
か
に
な
す
べ
き
か

を
共
々
に
考
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
　
若
林
隆
光
）

＝

〈
新
発
売
〉
ご
先
祖
の
喜
ぶ
か
お
り

…≡i

●

「
霊
水
香
」
は
、
ご
先
祖
を
偲
び
、
ご
先

祖
へ
の
感
謝
を
あ
ら
わ
し
、
ご
先
祖
を
・

供
養
す
る
「
水
」
と
「
か
お
り
」
で
す
。

本
門
を
手
桶
の
中
の
水
に
入
れ
、
墓
石

に
お
か
け
し
ま
す
と
、
荘
厳
な
か
お
り

が
広
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
墓
参
の
方
々
に
「
献
香
」
・
「
献
花
」

と
同
様
に
「
霊
水
香
」
の
ご
使
用
を
お
す

す
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
㊦
沫
堂
謹
製

≡ 劉　…≡ ；
●　6　　●

』　，「■　　‘　■　　「 安全で強力なβ，タイプの除麟鋼が携いました鉱＼’∵「パ

，　　＝　　轟　【▲二三

りつ囲レ匪画
《特長》●安全●速効●普通物

■3日後に枯らす超速効タイプ。

50坪用

　新発売

．　・轟　【▲…翌

暮』隙審’画
《特長》●安全●水なし●長く効く

■水なしで使え、根までも枯

　らし、6ヵ月間雑草の発生

　をおさえる強力タイプ。
1袋

量量■【腔盛
霧難

口口■」7ト膨ホ油剤

■芝生に雑草をはやさなくする

　芝生用タイプ。
1袋13kg入

200坪用

　新発売
100坪用

1袋

販売元

∮蜿Q灘 東京都千代田区神田美倉町2大恵ビル
　　　　　　　　　　イッキューサン
〒iOl　電話03（256）1930（代表）
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全
日
仏
婦
の
修
正
会

　
（
社
）
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の
新
年
修
正
会

が
、
一
月
三
十
一
日
午
前
十
一
時
置
ら
東
京
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
第
一
部
「
法
要
」
は
、
全
日
本
仏
教
尼
僧
法
団

理
事
長
の
北
川
教
全
尼
を
導
師
に
進
め
ら
れ
、

司
会
老
山
口
貴
美
子
さ
ん
の
案
内
で
、
来
賓
を

は
じ
め
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
よ
る
献
花
が

行
わ
れ
た
。

　
第
二
部
「
懇
親
午
餐
会
」
で
は
、
山
本
杉
全

日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
長
の
挨
拶
、
来
賓
各

氏
か
ら
の
一
口
法
話
な
ど
が
行
わ
れ
、
約
六
十

人
の
参
加
者
に
よ
る
な
ご
や
か
な
懇
談
が
つ
づ

い
た
。
な
お
全
高
か
ら
は
、
北
山
国
際
文
化
局

長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
。

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
　
日
蓮
宗

　
▼
塩
田
義
朗
宗
務
総
長
の
退
任
に
伴
い
、
新

宗
務
総
長
に
遠
藤
日
護
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
真
言
宗
豊
山
派

　
▼
築
山
定
誉
管
長
の
退
任
に
伴
い
、
新
管
長

に
小
松
原
賢
誉
師
が
、
ま
た
久
保
埜
太
清
宗
務

総
長
の
退
任
に
伴
い
、
新
宗
務
総
長
に
中
川
祐

俊
師
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
仏
教
伝
道
協
会

　
▼
同
協
会
で
は
、
各
国
の
ホ
テ
ル
等
へ
『
仏

教
聖
典
』
の
贈
呈
を
続
け
て
い
る
が
、
去
る
二

月
十
一
日
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ホ
テ
ル
協
会

へ、

a
英
対
照
の
聖
典
八
千
冊
が
、
ま
た
W
F
B

ス
リ
ラ
ン
カ
支
部
に
二
千
冊
が
寄
贈
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
八
年
三
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
京
都
府
仏
教
会

　
▼
事
務
所
が
、
京
都
市
上
京
区
丸
太
町
千
本

東
入
中
務
町
四
九
一
一
三
〇
、
プ
ラ
ザ
！
ビ
ル

ニ
F
へ
移
転
し
た
。

　
　
＝
ス
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点火が簡単、半永久的に使用できる

「実動」は、ご仏壇・お墓参りの御燈明確マッチとしてふさわしい優れた特徴をも

つ、安全で便利なマッチです。落ちついたデザインで色も黒の他6色、お名前・ご

紋を入れる事も可能です。ご落慶・祭事・行事の記念品にもご利用下さい。

◎特　　長

1．軸の燃えかすがでないので、

　　ご仏壇のまわりを汚しませ

　　ん。

2．軸が長いので、ゆとりをも

　　ってこ灯火できます。

3．わずかなオイルの補給で、

　　半永久的に使えます。

4．水に濡れても、長期間保存

　　しても大丈夫です。

亀

用

0円1，800円
0円2．300円各種
　　送料350円

寺院用（軸が1m迄伸　一般
長、ローソク火消し付）　　定価
定価2．800円

　　　噛一点火榛

　　　謡

　　　　　発火石
本体

東京都中央区日本橋浜町2－ll－2　日本
橋中央ピル　〒103容03（668）7811（大代）

株式会社臼豊◎お間合せ

お申込先
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